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10月臨時会／12月定例会

令和５年２月１日発行
高知県大月町議会

住 民 と 町 を つ な ぐ 議 会 で あ る た め 。 あ な た の 声 が 町 を 動 か す 。
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◇
１０
月
臨
時
会
の
概
要
◇

　
令
和
４
年
１０
月
第
６
回
大
月
町
議
会
臨
時
会
は
、
１０
月

３１
日
の
１
日
の
会
期
で
開
催
。
補
正
予
算
２
件
、
契
約
１
件

が
提
出
さ
れ
、
全
議
案
を
承
認
・
可
決
し
た
。

◇
１２
月
定
例
会
の
概
要
◇

　
令
和
４
年
１２
月
第
７
回
大
月
町
議
会
定
例
会
は
、
１２
月
８

日
か
ら
１３
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
。
補
正
予
算
８
件
、
条
例

１３
件
、
陳
情
１
件
、
委
員
会
発
議
１
件
、
そ
の
他
１
件
の
計

２４
件
が
提
出
さ
れ
全
議
案
を
承
認
・
可
決
し
た
。
陳
情
１
件

は
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
で
一
部
を
採
択
し
、
承
認
・
可
決

し
た
。

西泊から臨む古満目湾



昭和４２年にできた（柏島橋）

○
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
補
助
事
業

　
・
契
約
内
容
　
町
道
渡
場
線（
柏
島
橋
）橋
梁

　
　
　
　
　
　
　
修
繕
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
　
　
　
　
　
　
７
６
２
１
万
９
千
円

　
・
契
約
相
手
　
大
月
町
弘
見
２
３
３
７
｜
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
建
設
有
限
会
社

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
臨
時
給
付
金

　
・
追
加
と
し
て（
非
課
税
世
帯
１
世
帯
５
万
円
給
付
）

〇
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
価
格
高
騰
生
活
支
援
給
付
金

　
・
令
和
４
年
９
月

３０
日
ま
で
の
満

６５
歳
以
上
の
方
を

　
　
対
象
に
、
１
人
１
万
円

　
・
均
等
割
の
み
の
世
帯
は
、
１
世
帯
３
万
円

〇
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
肥
料
価
格
高
騰
対
策
給
付
金

　
・
肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
経
営
が
悪
化
し
て
い
る

　
　
農
家
を
対
象
に
、
事
業
継
続
の
支
援
を
行
う
。

均
等
割
と
は

　「
住
民
税
」
は
所
得
額
か
ら
算
出
さ
れ
る
「
所

得
割
」
と
、
一
定
以
上
の
所
得
者
に
一
律
同
額
が

課
さ
れ
る
「
均
等
割
」
の
２
種
類
で
成
り
立
つ
。

所
得
額
に
よ
っ
て
は
均
等
割
の
み
課
さ
れ
る
場
合

が
あ
る
。

令和4年度　一般会計補正予算第4号（専決）

令和4年度　一般会計補正予算第5号

款名称

災害復旧費

民生費

農林水産業費

その他

一 般 会 計 補 正 額 総 計

補 正 後 会 計 予 算 総 額

項　　　目　　　名 補正額

190万円

5200万円

2789万円

270万円

440万円

8699万円

56億6978万円

災害時応急対策業務委託料

住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金

コロナ対策事業価格高騰生活支援給付金

コロナ対策事業肥料価格高騰対策給付金

他予算科目増減差額

款名称 項　　　目　　　名 補正額

契
　
　
約

〈
全
員
賛
成
〉

補
正
予
算

〈
全
員
賛
成
〉

コ
コ

に
注
目
！！

　
月
臨
時
会

10



《
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
付
託
》

〇
国
に
対
し
「
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
（
再
審
法
）」

　
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
・
委
員
会
で
「
一
部
採
択
す
べ
き
も
の
」
と
審
査
報

　
　
告
さ
れ
、
本
会
議
に
て
可
決
し
関
係
省
庁
へ
意
見

　
　
書
を
提
出
し
た
。

○
子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
に

　
よ
る
保
育
士
増
員
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

　
る
陳
情

　
・
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
。

○
町
が
訴
え
の
提
起

　
・
補
助
金
返
還
（
大
月
町
新
規
就
農
促
進
事
業
）

返
還
額
３
５
３
万
２
５
０
０
円
の
一
部

１０
万
８
５

０
０
円
を
町
に
返
還
さ
れ
た
後
、
債
務
そ
の
も
の

が
存
在
し
な
い
こ
と
の
確
認
の
訴
え
が
提
起
さ
れ

た
。

そ
の
た
め
、
町
は
補
助
金
返
還
額
の
未
納
額
の
支

払
い
を
求
め
る
反
訴
を
提
起
し
た
。

〇
住
宅
耐
震
改
修
設
計
費
補
助
金

 
・
昭
和

５６
年
５
月
以
前
に
建
て
た
木
造
住
宅
の
耐
震

　
　
診
断

　
　
１
戸
あ
た
り
上
限

３５
万
円
の
補
助
金

〇
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
金

 
・
耐
震
設
計
後
、
耐
震
工
事
を
実
施
す
る
と

　
　
１
戸
あ
た
り
上
限
１
０
０
万
円
の
補
助
金

〇
老
朽
住
宅
除
却
事
業
費
補
助
金

 
・
住
宅
老
朽
化
で
取
り
壊
し

　
　
１
件
あ
た
り
上
限
１
６
４
万
５
千
円
の
補
助
金

　
　
　
※
老
朽
住
宅
と
診
断
必
要

　
　（
各

１０
件
分
の
補
正
予
算
）

コ
コ

に
注
目
！！

　
月
定
例
会

12
陳
　
　
情

そ
　

の
　

他

補
正
予
算

〈
全
員
賛
成
〉

令和4年度　一般会計補正予算第6号

総務費

農林水産業費

消防費

その他

一 般 会 計 補 正 額 総 計

補 正 後 会 計 予 算 総 額

100万円

200万円

350万円

1000万円

1645万円

△ 1462万円

1833万円

56億8811万円

空き家活用シェアオフィス等整備工事

県営ため池等整備事業負担金

住宅耐震改修設計費補助金

住宅耐震改修工事費補助金

老朽住宅除去事業費補助金

他予算科目増減差額

款名称 項　　　目　　　名 補正額



澁

〇
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

〇
大
月
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
手
数
料
微
収
条
例
の
一
部
改
正

〇
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

〇
漁
業
共
同
施
設
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
・
内
　
　
容

　
・
施
行
期
日

　
・
内
　
　
容

　
・
施
行
期
日

　
・
内
　
　
容

　
・
施
行
期
日

世
帯
人
数
に
よ
っ
て
手
数
料
が
高
く

な
る
こ
と
、
窓
口
で
の
枚
数
確
認
事

務
の
簡
略
化
の
た
め
改
正

令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
施
行

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、

印
鑑
登
録
証
明
書
を
発
行
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
改
正

（
令
和
５
年
４
月
よ
り
開
始
予
定
）

規
則
で
定
め
る
日

共
同
作
業
施
設
の
廃
止

公
布
の
日
か
ら
施
行

　
・
内
　
　
容

　
・
施
行
期
日

　
・
内
　
　
容

　
・
施
行
期
日

　
・
内
　
　
容

　
・
施
行
期
日

定
年
は
表
の
よ
う
に
延
長
さ
れ
る

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

一
部
は
公
布
の
日
か
ら
施
行

定
年
延
長
に
伴
う
変
更

令
和
５
年
４
月
１
日

高
知
県
の
人
事
委
員
会
勧
告
を
鑑
み

て
、
報
酬
を
見
直
す

公
布
の
日
か
ら
施
行

一
部
は
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

〇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
一
般
職
に
属
す
る
技
能
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基

　
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正

〇
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
に
関
す
る

　
条
例
の
制
定

　
・
内
　
　
容

　
・
施
行
期
日

 
・
内
　
　
容

　
・
施
行
期
日

 
・
内
　
　
容

　
・
施
行
期
日

　
・
目
　
　
的

　
・
施
行
期
日

人
事
院
勧
告
に
伴
う
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

一
部
は
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

施
行

人
事
院
勧
告
に
伴
う
改
正

公
布
の
日
か
ら
施
行

人
事
院
勧
告
に
伴
う
改
正

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
町
民
生

活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

公
布
の
日
か
ら
施
行

【新】手数料の事項及び額（抜粋）

手数料の事項

住民票の写しの交付

手数料の額

１通  ３５０円

【旧】手数料の事項及び額（抜粋）

手数料の事項 手数料の額

１通  ３５０円

住民票の写しの交付
（枚数が４枚を超える
場合は、超えた枚数
１枚につき５０円を加
算する。）

定年年齢の経過措置

対象期間

令和０５年０４月０１日から
令和０７年０３月３１日まで

年　齢

６１歳

６２歳

６３歳

６４歳

６５歳

令和０７年０４月０１日から
令和０９年０３月３１日まで

令和０９年０４月０１日から
令和１１年０３月３１日まで

令和１１年０４月０１日から
令和１３年０３月３１日まで

令和１３年０４月０１日以降

条
　
　
例

〈
全
員
賛
成
〉



水道元栓（メーターのカバー）
家庭用

〇
町
長
等
の
給
料
及
び
そ
の
他
の
給
与
並
び
に
旅
費
支

給
条
例
の
一
部
改
正

○
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　
・
内
　
　
容

　
・
施
行
期
日

 
・
内
　
　
容

　
・
施
行
期
日

高
知
県
の
人
事
委
員
会
勧
告
を
鑑
み

て
、
給
与
を
見
直
す

公
布
の
日
か
ら
施
行

一
部
は
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

左
の
表
の
よ
う
に
使
用
料
を
変
更

メ
ー
タ
ー
の
使
用
料
を
な
く
し
、
料

金
の
み
と
す
る

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

○
行
政
組
織
の
変
更
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定

○
主
な
事
務
分
掌

◆
住
民
課

　
・
町
税
に
関
す
る
こ
と

（
住
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
）

　
・
戸
籍
及
び
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
こ
と

　
・
印
鑑
そ
の
他
の
証
明
に
関
す
る
こ
と

◆
健
康
福
祉
課

　
・
福
祉
等
に
関
す
る
こ
と

（
社
会
福
祉
・
児
童
福
祉
・
高
齢
者
福
祉
・
社
会

保
障
）

　
・
国
民
年
金
そ
の
他
公
的
年
金
等
に
関
す
る
こ
と

　
・
保
険
事
業
に
関
す
る
こ
と

（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
）

　
・
人
権
対
策
に
関
す
る
こ
と

　
・
保
健
衛
生
、
疾
病
予
防
、
母
子
健
康
福
祉
に
関
す

　
　
る
こ
と

◆
長
寿
政
策
課

　
・
介
護
保
険
事
業
に
関
す
る
こ
と

　
・
高
齢
者
対
策
に
関
す
る
こ
と

　
・
内
　
　
容

　
・
施
行
期
日

業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
税
務

課
、
町
民
福
祉
課
、
保
健
介
護
課
を
、

住
民
課
、
健
康
福
祉
課
、
長
寿
政
策

課
に
変
更
。

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

【新】水道使用料金

口　径
基本水量
（裙）

１か月につき

基本料金

１３ｍｍ以下

２０ｍｍ以下

２５ｍｍ以下

３０ｍｍ以下

４０ｍｍ以下

５０ｍｍ以下

７５ｍｍ以下

１００ｍｍ以下

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１０

１，３６４円

１，３６４円

１，３６４円

１，５１０円

１，５１０円

１，５１０円

１，７９１円

１，９３７円

超過料金
（１裙につき）

１５５円

１５５円

１６４円

１６４円

１６４円

１６４円

１６４円

１６４円

【旧】水道使用料金

種　目
基本水量
（裙）

１か月につき

基本料金

家庭用

営業用

工業用

団体用

１０

１０

１０

１０

１，１０２円

１，１０２円

１，１０２円

１，１０２円

超過料金
（１裙につき）

１３９円

１４８円

１４８円

１４８円

１０２円

メーター使用料

口　　径 ２５ｍｍまで

２５０円

５０ｍｍまで

５３７円

７５ｍｍまで

６８６円

７５ｍｍ以上

１個１か月につき



利便性を高めるための組織替え（令和5年4月1日より）利便性を高めるための組織替え（令和5年4月1日より）

浦
木
　
行
政
組
織
の
変
更
は
賛
成
だ
が
、
そ
の
目
的
の

確
認
、
効
果
は
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
部
局
の

５０
名
か

ら
３６
名
に
減
員
、
町
長
部
局
の
職
員
１
３
８
名
か
ら
１

５
４
名
に
増
員
さ
れ
て
い
る
目
的
は
。

B
　
目
的
と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
、
職

員
の
大
幅
な
人
員
削
減
が
見
込
ま
れ
、
新
た
な
行
政
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
町
民
の
要
望
等
に
迅
速
に
応
え
、

柔
軟
か
つ
強
靭
な
行
政
改
革
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
組
織
体
制
を
見
直
し
、
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
で
、

町
民
の
皆
様
が
ス
ム
ー
ズ
な
手
続
き
等
が
行
え
る
よ
う

利
便
性
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　
教
育
委
員
会
部
局
は
保
育
所
合
併
時
に
定
数
見
直
し

を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
、
実
情
に
沿
っ
た
適

正
な
人
員
配
置
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
田
　
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
の
所
管
が
産
業
振
興
課
に

移
管
さ
れ
る
が
、
そ
の
狙
い
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

業
務
の
軽
減
だ
け
な
の
か
。

B
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
商
工
観
光
係
を
産
業
振

興
課
に
す
る
所
管
替
え
は
、
一
次
産
業
部
門
の
農
林
水

産
と
商
工
観
光
を
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

地
域
等
の
繋
が
り
、
連
携
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
推
進

し
て
い
く
の
が
い
い
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

　
産
業
振
興
課
の
中
で
商
工
観
光
係
と
水
産
振
興
係
を

一
つ
に
す
る
こ
と
で
、
職
員
減
に
も
対
応
で
き
る
業
務

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

3階

2階

1階

3階
・議会事務局

2階
・教育委員会
・総務課
・まちづくり推進課

1階
・健康福祉課
・住民課
・出納室
・産業振興課
・建設環境課

質
　
　
　
疑

「副町長室」は１階→２階へ移動
「長寿政策課」は大月病院横の健康管理センター内



A
　
空
の
駅
構
想
は
全
国

に
あ
る
道
の
駅
と
同
じ
よ

う
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

空
の
駅
を
作
る
構
想
。
災

害
時
に
大
月
町
に
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
が
常
駐
し
た
場
合
、

防
災
面
か
ら
も
非
常
に
有

利
に
働
き
、
民
間
活
用
も

考
え
る
と
大
月
町
が
活
性

す
る
と
考
え
る
が
町
長
の

考
え
は
。

岡
田
町
長
　
す
で
に
勉
強

会
参
加
の
申
し
込
み
は
行

っ
て
い
ま
す
し
、
勉
強
会

へ
の
参
加
は
大
変
有
意
義

な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
災
害
時
の
空
の
交
通
手

段
と
し
て
の
確
保
、
ま
た

平
時
に
お
け
る
空
域
を
活

用
し
た
様
々
な
地
域
活
性

化
の
検
討
な
ど
、
今
後
の

勉
強
会
の
中
で
協
議
し
て

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

A
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
各

自
治
体
が
増
加
傾
向
に
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
、

減
少
し
た
分
を
ど
う
や
っ

て
取
り
戻
し
て
い
く
の
か
、

そ
の
取
り
組
み
は
。

岡
田
町
長
　
令
和
２
年
度
、

４
億
３
８
０
０
万
円
か
ら
、

昨
年
度
は
２
億
６
２
０
０

万
円
と
１
億
７
６
０
０
万

円
、
減
少
。
本
年
度
の

１１

月
は
前
年
同
期
と
比
較
し

て
２１
・
３
％
の
減
。
納
税

サ
イ
ト
の
追
加
と
「
ふ
る

さ
と
振
興
公
社
」
と
連
携

し
商
品
の
磨
き
上
げ
や
、

新
商
品
の
造
成
を
行
い
、

納
税
額
の
増
加
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

安原　明彦 議員安原　明彦 議員

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
期
待

大月のふるさと納税

A
　
大
月
町
の
返
礼
品
の

割
合
は
１
万
円
の
場
合
２

２
０
０
円
。
他
の
市
町
村

で
は
総
務
省
の
方
針
に
従

い
な
が
ら
、
１
万
円
に
対

し
て
２
９
０
０
円
の
返
礼

品
が
あ
り
、
７
０
０
円
の

差
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
他

の
市
町
村
と
比
べ
て
見
劣

り
し
て
、
魅
力
が
な
い
の

で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
令
和
３
年
の

４
月
返
礼
品
及
び
返
礼
経

費
に
係
る
見
直
し
を
行
っ

た
た
め
、
納
税
額
に
お
い

て
大
き
な
減
少
が
生
じ
ま

し
た
。
本
町
の
返
礼
品
は
、

寄
付
額
１
万
円
前
後
の
物

が
最
も
人
気
が
あ
る
た
め
、

返
礼
品
の
調
達
率
が
全
体

的
に
低
く
な
る
傾
向
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
ふ
る
さ
と
納
税
の
減
少

に
大
き
く
影
響
し
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す

が
、
新
た
に
定
め
ら
れ
た

納
税
の
制
度
を
遵
守
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の

対
応
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
　
大
月
町
の
１
万
か
ら

２
万
円
の
返
礼
品
に
対
す

る
魅
力
を
感
じ
な
い
、
見

劣
り
が
す
る
と
い
う
と
こ

ろ
が
問
題
な
の
で
は
な
い

か
。
返
礼
品
の
金
額
の
割

合
を
変
更
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

岡
田
町
長
　
総
務
大
臣
の

指
定
を
受
け
る
た
め
の
申

請
は
、
全
体
寄
付
額
に
対

す
る
全
体
経
費
と
い
う
事

に
な
り
ま
す
。
総
務
省
に

よ
る
ル
ー
ル
を
遵
守
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
貴

重
な
自
主
財
源
の
確
保
と

地
域
事
業
者
の
販
売
拡
大
、

収
益
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

大月町のここを聞く

空からの防災

空の駅を作る構想

　　　勉強会の中で協議／町長

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
の
金
額
の
割
合
変
更

　
総
務
省
に
よ
る

　
　
　
　
ル
ー
ル
を
遵
守
／
町
長



中田　巌 議員中田　巌 議員

一　般　質　問

A
　「
人
づ
く
り
」
で
一

番
大
事
な
こ
と
は
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
い
く
プ
ロ
セ

ス
、
姿
勢
、
意
識
。「
人

づ
く
り
」
に
ゴ
ー
ル
は
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
日
々
の

暮
ら
し
の
中
で
そ
れ
を
意

識
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

今
回
で
三
度
目
と
な
る
が
、

挨
拶
や
言
葉
遣
い
、
服
装
、

こ
れ
ら
最
低
限
の
こ
と
が

出
来
な
い
こ
と
で
は
い
い

仕
事
は
出
来
な
い
。
誰
で

も
出
来
る
こ
と
か
ら
や
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

岡
田
町
長
　
挨
拶
・
言
葉

遣
い
・
服
装
等
の
接
遇
マ

ナ
ー
は
公
務
員
で
な
く
と

も
、
社
会
人
と
し
て
の
基

本
中
の
基
本
で
す
。
管
理

職
を
は
じ
め
、
各
課
員
に

つ
い
て
も
、
再
度
原
点
に

立
ち
返
り
、
日
々
の
業
務

に
取
り
組
む
よ
う
に
努
め

ま
す
。

　
今
後
も
、
職
員
が
大
月

町
総
合
振
興
計
画
の
推
進

テ
ー
マ
に
も
掲
げ
て
い
る

「
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」

の
良
き
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

よ
う
、
再
度
目
標
意
識
を

高
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

A
　
住
宅
の
耐
震
工
事
に

つ
い
て
、
町
の
取
り
組
み
は
。

岡
田
町
長
　
住
宅
の
耐
震

化
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昭
和

５６
年
５
月
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
対

し
、
無
料
で
耐
震
診
断
士

を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を

行
っ
て
お
り
、
耐
震
診
断

を
実
施
し
た
住
宅
に
対
し

て
、
国
・
県
の
補
助
金
を

活
用
し
な
が
ら
、
耐
震
設

計
費
用
と
し
て
上
限

３５
万

円
、
耐
震
改
修
工
事
に
つ

い
て
は
上
限
１
０
０
万
円

の
補
助
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

A
　
住
宅
除
却
工
事
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
は
。

岡
田
町
長
　
老
朽
化
住
宅

の
除
却
に
関
し
て
は
、
物

件
所
有
者
か
ら
の
申
請
に

基
づ
き
、
そ
の
都
度
、
県

が
定
め
る
老
朽
度
判
定
を

実
施
し
て
、
老
朽
住
宅
と

診
断
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い

て
は
、
老
朽
住
宅
除
却
事

業
、
上
限
１
６
４
万
５
千

円
を
活
用
し
て
、
優
先
的

に
除
却
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

A
　
住
宅
耐
震
工
事
・
老

朽
化
住
宅
除
却
工
事
に
つ

い
て
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

岡
田
町
長
　
本
年
度

１１
月

末
時
点
で
の
取
り
組
み
の

件
数
等
の
状
況
は
、
住
宅

耐
震
診
断

１７
件
、
住
宅
耐

震
設
計

１４
件
、
住
宅
耐
震

改
修
工
事

１６
件
、
ま
た
老

朽
住
宅
除
却
件
数
９
件
と

な
っ
て
い
て
、
年
度
途
中

で
す
が
、
対
前
年
度
比
、

ま
た
そ
れ
以
前
と
比
べ
て

も
、
大
幅
に
件
数
が
伸
び

て
い
る
状
況
で
す
。

A
　
来
年
度
の
予
算
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

岡
田
町
長
　
住
民
の
皆
様

か
ら
の
要
求
、
要
望
に
切

れ
目
の
な
い
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
国
、
県
と
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
予
算
確

保
に
努
め
ま
す
。

　
今
後
も
住
宅
の
耐
震
診

断
、
耐
震
補
強
等
の
必
要

性
、
重
要
性
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
、
啓
発
活
動
等

を
強
化
し
て
、
補
助
事
業

を
活
用
し
た
耐
震
化
の
促

進
を
、
よ
り
一
層
進
め
て

い
き
ま
す
。

補助制度の活用を

接遇マナー5原則

①挨拶

②身だしなみ

③言葉遣い

④表　情

⑤態　度

『接遇とは』
　相手（お客さま）を
理解し、適切に迎え
る応対のこと。決し
て特別なものではな
く、必要最低限の住
民サービス。
　接遇と住民満足度
は密接な関係がある。

住宅耐震・除却工事

来年度予算の拡充を

　　　　確保に努める／町長

人づくり

日々の姿勢から

　職員の意識を高める
　　　　　　　　／町長



浦木　秀雄 議員浦木　秀雄 議員

大月町のここを聞く

A
　
大
月
町
は
、
不
登
校

２
名
、
不
登
校
傾
向
の
子

５
名
い
る
。
不
登
校
の
子

ど
も
の
学
び
の
保
障
や
居

場
所
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

に
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

伊
与
田
教
育
長
　
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
校

以
外
の
学
び
の
場
と
し
て

の
学
習
の
機
会
を
保
障
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
登

校
児
童
生
徒
や
教
室
に
入

り
づ
ら
い
子
ど
も
に
対
し
、

適
応
指
導
教
室
を
設
け
て

指
導
を
し
て
お
り
、
学
校

に
出
て
こ
ら
れ
な
い
子
ど

も
に
は
、
学
習
プ
リ
ン
ト

等
を
自
宅
ま
で
届
け
る
な

ど
、
学
び
の
保
障
を
し
て

い
ま
す
。

A
　
以
下
の
提
案
を
す
る
。

①
子
ど
も
が
自
分
の
考
え

を
持
つ
こ
と
を
大
切
に
す

る
学
校
を
め
ざ
す
こ
と
。

②
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

面
談
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授

業
を
し
、
出
席
扱
い
に
す

る
こ
と
。
③
相
談
で
き
る

窓
口
の
拡
充
、
居
場
所
づ

く
り
、
親
の
会
づ
く
り
な

ど
公
的
支
援
を
す
る
こ
と
。

④
子
ど
も
専
用
の
通
学
バ

ス
を
用
意
す
る
こ
と
。

伊
与
田
教
育
長
　
①
は
そ

の
と
お
り
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
②
は
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
を
協
議
。
面
談
は
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

学
習
や
、
教
員
が
つ
い
て

行
う
家
庭
で
の
プ
リ
ン
ト

学
習
の
場
合
な
ど
は
、
出

席
扱
い
と
し
て
い
ま
す
。

③
相
談
窓
口
、
居
場
所
づ

く
り
は
、
対
応
を
し
て
い

き
ま
す
。
親
の
会
は
、
要

望
が
あ
れ
ば
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。
④
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

A
　
大
月
町
は
、

２０
年
間

で
若
者
が
４
千
人
か
ら
２

千
人
に
な
っ
た
。
人
口
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
に

も
、
そ
の
効
果
に
見
合
っ

た
若
者
が
働
け
る
場
づ
く

り
を
始
め
る
べ
き
だ
。
人

口
減
少
対
策
に
も
な
り
若

者
が
定
住
で
き
る
働
く
場

づ
く
り
を
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

岡
田
町
長
　
働
く
場
づ
く

り
の
具
体
策
は
、
各
種
制

度
と
連
携
し
た
一
次
産
業

に
お
け
る
担
い
手
・
後
継

者
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

域
内
域
外
消
費
の
拡
大
に

よ
る
稼
げ
る
一
次
産
業
へ

育
て
る
支
援
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
大
月
町
ふ

る
さ
と
振
興
公
社
の
基
盤

強
化
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
の
取
り
組
み
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
軸
と

し
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産

業
を
中
心
に
利
用
促
進
を

図
り
、
本
町
で
の
働
く
場

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

A
　「
ま
ち
づ
く
り
基
金
」

の
町
民
還
元
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。
家
庭
用
太
陽
光

発
電
や
蓄
電
池
の
設
置
、

合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
補

助
金
を
出
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

岡
田
町
長
　
家
庭
用
太
陽

光
発
電
や
蓄
電
池
は
、
ケ

ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
、
補

助
金
を
出
す
こ
と
は
、
や

ぶ
さ
か
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
合
併
浄
化
槽
普
及
促
進

は
、「
ま
ち
づ
く
り
基
金
」

を
活
用
し
た
補
助
金
額
の

上
乗
せ
で
は
な
く
、
新
た

な
制
度
の
創
設
な
ど
を
模

索
し
て
、
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

不登校解消にたゆまぬ模索を

大月町のごちそうマルシェ

不登校解消

教育長の信念は

　子どもを大切にする
　　　　　　　／教育長

基金町民還元

補助金を出すべき

　ケースバイ
　　ケース／町長

町
づ
く
り

働
く
場
づ
く
り
の
具
体
策
は

　
　
公
社
の
基
盤
強
化
等
／
町
長



発
　
行
／
高
知
県
大
月
町
議
会

編
　
集
／
議
会
広
報
常
任
委
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会

高
知
県
幡
多
郡
大
月
町
弘
見
2
2
3
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E
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印
刷

　
有
限
会
社
 

宿
毛
印
刷

高
校
出
て
か
ら

　
当
時
は
、
船
造
り
の
家

は
５
軒
ば
あ
あ
っ
た
。
ハ

マ
チ
船
は

３２
も
あ
っ
た
け

ん
ね
え
。

　
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ

ん
が
船
大
工
を
し
て
い
て
、

後
を
継
が
ん
と
い
か
ん
け

ん
、
高
校
出
て
か
ら
す
ぐ

手
伝
い
を
し
た
。
い
や
と

か
思
う
ひ
ま
も
な
か
っ
た

ね
え
。

自
分
で
研
究

　
初
め
は
、
お
父
さ
ん
と

一
緒
に
船
を
つ
く
っ
た
。

次
か
ら
次
へ
と
仕
事
が
あ

っ
た
け
ん
、
気
を
緩
め
る

こ
と
は
な
か
っ
た
ね
え
。

　
船
造
り
の
仕
事
を
ま
か

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

自
分
で
も
研
究
を
し
て
、

テ
ン
マ
船
、
ハ
マ
チ
の
餌

船
を
造
っ
た
。
実
際
の
船

の
１０
分
の
１
の
図
面
を
引

い
て
、
朝
も
早
く
か
ら
晩

は
９
時
ご
ろ
ま
で
仕
事
を

し
よ
っ
た
ね
え
。
何
十
も

の
船
を
造
っ
た
。

出
稼
ぎ
も

　
６０
歳
を
過
ぎ
る
と
、
新

船
は
造
ら
ん
な
っ
た
。
修

理
が
主
な
仕
事
や
っ
た
。

　
仕
事
が
な
く
な
る
と
、

清
水
、
宿
毛
、
伊
予
に
も

船
造
り
の
手
伝
い
に
行
っ

た
。

　
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
や
っ
た
。

 

さ
び
し
さ
も

　「
去
年
の

１０
月
に
、
船

を
造
る
小
屋
を
壊
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
毎
日
出
て
き

て
、
こ
こ
に
座
り
よ
っ
た

け
ん
ね
え
。
さ
び
し
い
思

い
も
あ
る
。」
そ
う
言
っ
て
、

登
さ
ん
は
、
取
り
壊
さ
れ

た
小
屋
の
広
い
空
き
地
を

静
か
に
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。

　（
取
材
　
浦
木
秀
雄
） 

親子三代船大工親子三代船大工
依岡 登さん　90歳（橘浦）

のぼる

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
委
　

員
　

長
　
依
岡
　
一
生

　
副
委
員
長
　
野
村
　
満
久

　
委
　
　
員
　
山
本
　
恒
和

　
委
　
　
員
　
中
田
　
　
巌

　
委
　
　
員
　
浦
木
　
秀
雄

編
集
後
記

編
集
後
記

　
気
が
つ
け
ば
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

振
り
回
さ
れ
る
日
々
が
三

年
近
く
続
い
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク
常
時
着
用
、
打
ち

合
わ
せ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、

会
食
は
無
し
、
と
い
っ
た

コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
生

活
様
式
に
も
す
っ
か
り
な

じ
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
旅

費
不
要
、
移
動
時
間
ゼ
ロ

で
各
地
の
会
議
等
に
参
加

し
や
す
く
な
る
な
ど
の
プ

ラ
ス
面
が
あ
る
一
方
、
直

接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
不
十
分
と
い
う
問
題
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
移
り
変
わ
る
状
況
下
で
も
、

他
者
や
ヒ
ト
以
外
の
生
き
物
、

そ
し
て
自
然
へ
の
想
像
力

を
な
く
さ
ず
、
常
に
視
野

は
広
く
持
っ
て
い
た
い
も

の
で
す
。

（
野
村
　
満
久
）

小屋が取り壊された広々とした空き地
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